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会 議 録 

会議名 平成２８年度 第２回文化によるまちづくり推進委員会 

開催日時 平成２９年３月２７日（月） １８時３０分～２０時００分 

開催場所 市役所３階 第２委員会室 

出席委員 

(10名) 

齋藤 大二郎、比嘉 朝康、廣田 由実、岡本 紘子、 

縄手 秀樹、林 絹江、千々松 武博、湯城 明彦、 

塩田 賢二、田村 洋 

欠席委員 

(4名) 

寒竹 新二、長岡 武寛、中戸 千恵、富田 輝美 

傍聴者 なし 

担当課及び

出席者 

文化・スポーツ振興部：姫井部長 

文化振興課：西田課長、渡辺課長補佐 

文化・スポーツ政策室：舩林室長、隈田主事 

会議次第 １．辞令交付 

２．文化・スポーツ振興部長あいさつ 

３．自己紹介 

４．議事 

① 副委員長の選出について 

② 市の文化振興について 

５．その他 

委員長 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

事務局 

 

 

委員 

１．辞令交付 

２．文化・スポーツ振興部長あいさつ 

３．自己紹介 

委員及び事務局員の自己紹介。 

４．議事 

①副委員長の選出について 

山陽小野田市文化によるまちづくり推進委員会設置要綱第４条

に基づき、齋藤委員を副委員長として選出。 

②市の文化振興について 

市の文化振興について、事務局から説明。 

 

会議の資料に前回の議事録を付けていただきたい。 

 

議事録は市のホームページでも公開しているが、次回の会議から

議事録も添付させていただく。 

 

文化協会と市との連携組織等を作って、文化振興にさらに力を入
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事務局 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

れてほしい。 

 

連携・強化していきたい。 

 

Ｈ２９年度の事業予算額は。 

 

文化振興費では、１，３７０万円を計上している。また、文化会

館費では３，５９０万円を計上している。 

 

文化会館の最大収容人数は７４６名ということであるが、それは

興業する上では黒字が難しいのか。 

 

黒字が出るような入場料金を設定すると高額となってしまう。マ

イナス分は市が負担している。 

 

子ども文化ふれあい事業で、市内小学６年生は無料とのことだ

が、その負担は市が負っているのか。 

 

市が負担している。 

 

毎年市民館で行われている市民文化祭は陶芸や写真、絵画、お茶

等の展覧会がある。商工会議所等と連携して、地産地消の食のブ

ースや様々な体験ができるワークショップをすると、展覧会もさ

らに盛り上がるのではないだろうか。 

 

まずは、市と文化協会等とで内容を協議したい。 

 

山口東京理科大学も公立化したので、活力ある学生たちの演奏や

音楽祭等を行うと、活気付くのではないだろうか。 

 

学生たちの演奏やバンド等の音楽祭が発展していくように取組

んでいきたい。 

 

子どもたちが小学校の頃から、伝統文化として日本舞踊に触れる

機会を増やしていきたい。 

 

アートの玉手箱というイベントでも、日本舞踊の方が演舞されて

いて素晴らしかった。子ども達が小さい頃から日本伝統芸能に触

れることができるような機会を増やしていきたい。 
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事務局 
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事務局 

 

 

各地域の伝統文化や文化財を大事にしてほしい。市内の祭りの盆

踊りや芸能等を発表できる機会を作ってほしい。市のまちづくり

にも貢献すると思う。 

 

教育委員会とも連携し、地域文化の発展にも努めたい。 

 

平成３０年度から平成３９年度で山陽小野田市第二次総合計画

が策定されることに伴い、市の文化振興ビジョンの見直しや今後

の方針についてはどのように考えているのか。 

 

第二次総合計画と合わせ、文化振興ビジョンの見直しを行う予定

である。見直しは皆さんのご意見もお伺いしたい。 

 

委員名簿に委員長の氏名がないのは違和感があるので、検討して

ほしい。 

 

検討させていただきたい。 

 

５．その他 

年に二回程度、会議の開催予定である。 

  


